
　宝飾品・貴金属の製造・販売を手掛
ける㈱エヌジェー（東京都台東区、取
締役社長：土屋健夫）による「SUM-
MER FANTASTIC JEWELRY FAIR 
2026」が、7月25日の隅田川花火大会
に合わせ、花火を見られる浅草ビュー
ホテルで開催された。
　90万人以上が集まる隅田川花火大
会の日は、街中が夜の花火を楽しみに
する雰囲気一色となり、浅草の街は浴

衣を着た人たちで賑わう。
　そんな中、同フェアのメ
イン会場には、新作ジュエ

リーをはじめ、ダイヤモンドやカラース
トーン、イタリアンジュエリーなど多彩
なコレクションが一堂に並び、さらに、
「ピキョッティ」「メレリオ」「ジュビリー」
「マッティオリカザート」「コンコルド」
「エクレブ」などの国内外のブランド
ジュエリーなどで来場者たちを魅了。
清涼感が漂う特別な空間で、街の喧騒
を忘れジュエリーの輝きを堪能する優
雅なひとときを楽しむ一方で、特設会

場では花火の見物客で溢れかえる浅
草の街を感じることができる、縁日や祭
りなどで人気の高い射的などが用意さ
れ、夏祭りの気分を味わえる賑やかな
演出も好評だった。
　正午から始まる同フェアは、14時頃
からジュエリーを楽しみにする人たちで
溢れかえるが、16時頃になると花火を
楽しみに来場する浴衣を着た女性たち
が増え始め、ますます花火を心待ちに
する雰囲気が高まってくる。夏にもよく
似合うジュエリーを見つけた後は、特別
な環境で、食事と花火を楽しめるおもて

なしが待っている。
今年も浅草ビュー
ホテル高層階宴会
場に準備された多
くの花火観賞席は

満席となり、「全てのお客様の皆様にご
満足いただく」というコンセプトを大事
にし、来場者からは満足と感謝の声が
聞かれた。当日は瞬間的な雷雨に見舞
われたが、花火を打ち上げる時間には
ほぼ止み、花火日和の夜空に向かい打
ち上げられる綺麗な花火を見ることが
叶い、大満足の一日となった。
　今後の予定としては、11月21日
（土）、22日（日）に開催の、ザ・プリンス
パークタワーでの「グランドフェア
2026」に向けた準備を進めているとこ
ろだ。

　㈱田中貴金属グループは、公益財団
法人山田進太郎D&I財団が高専や大
学、企業・研究機関と協力して実施す
る、中高生女子向けSTEM（理系）領
域のツアー型体験プログラム「Girls 
Meet STEM」に参画し、「金の延べ棒
やジュエリーだけじゃない？身近な金
の世界を知ろう！～金×理系の仕事っ
て何？～」をテーマに、8月6日、湘南工
場にて工場見学ツアーを開催した。
　田中貴金属は、若い世代が性別や
文系・理系といった固定観念にとらわ
れることなく、自らの可能性を広げなが
ら進路やキャリアを考えられる社会の
実現に貢献したいとの考えから、
「Girls Meet STEM」に参画した。
　本ツアーでは、STEM領域における
多様な人材の活躍を後押しする取り組
みとして、当社で活躍する女性社員と

の交流や工場見学を実施した。
　ツアーには、応募者の中から抽選で
選ばれた20名（中学生11名、高校生9
名）が参加。参加者は会社紹介の後、
湘南工場の
貴金属含有
スクラップか
ら貴金属を
リサイクルする工程や、貴金属の品位
を分析する様子などを見学し、貴金属
リサイクルをはじめとする事業やものづ
くりの現場への理解を深めた。
　さらに、実際に金地金に触れること
で、貴金属をより身近に感じる体験を
した。
　続いて実施した理系出身の女性社
員との座談会では、社員が理系を志し
たきっかけや現在担当している業務、
仕事のやりがいなどを紹介。参加者か

らは進学や将来のキャリアに関する質
問が寄せられ、社員との対話を通じて、
STEM領域で働く姿を具体的にイメー
ジする機会となった。

　参加者か
らはツアー
体験後、「現
在文系に進

もうと思っているが、理系の仕事も楽し
そうだと思った。」「文系だから、理系だ
からと思わずにいろんなことに興味を
持って、いろいろ挑戦してみたい。」など
の感想が寄せられた。
　今回の取り組みを通じて田中貴金
属のDE&I推進担当者は、「参加者の
皆さんが理系分野やものづくりをより
身近に感じ、自身の進路や将来の可能
性を考えるきっかけとなれば嬉しい。ま
た、座談会に参加した女性社員にとっ

ても、対話を通して自身の今後のキャリ
アを見つめなおす機会になったのでは
ないかと思う」としている。

　田中貴金属では、貴金属が社会を
支える素材であることや、その可能性に
ついて発信を続けるとともに、未来を担
う若い世代がSTEM領域への理解を
深め、自らの可能性を広げる機会の創
出に、今後も取り組んでいく。

　一般社団法人東京ダイヤモンドエク
スチェンジ（TDE）は、7月にシンガポー
ルで開催された世界ダイヤモンド取引
所連盟（WFDB）および国際ダイヤモ
ンド製造業者協会（IDMA）共催の「第
41回ワールド・ダイヤモンド・コングレ
ス（WDC）」に参加。世界各国のダイヤ
モンド取引所代表、生産国の政府関係
者、NDC（ナチュラル・ダイヤモンド・カ
ウンシル）、GIAなどの業界トップリー
ダーなどと共に、天然ダイヤモンド市場

の成長、倫理観、AI等の最先端技術の
導入、世代交代といった多角的な課題
について活発な議論を交わした。
　TDEからは岩﨑理事長が出席し、
国際会議でのスピーチや議案審議の
ほか、WFDBへの新規加盟が可決さ
れた「カタール・ダイヤモンド取引所
（QDE）」等との包括提携（MoU）締結
等、グローバル市場における日本の存
在感を大きく高める成果を収めた。
　具体的には、世界各国の取引所およ
び天然ダイヤモンド産業全体が直面す
る課題を踏まえ、4点を審議議案として
提案。議論の結果、世界各国の代表か
ら強い共感を得て、WFDBとして前向

きに取り組んでいくことが正式に承認
された。内容は以下4点。
　①WFDB会員の価値と責任の認識
向上＝WFDB会員であることの価値
（メリット）や倫理的責任が、業界関係
者および消費者に対して十分に理解さ
れていない現状の課題提起。
　②共通広報ツールの作成・提供＝
WFDBが会員資格の価値、倫理的責
任、そして天然ダイヤモンド産業の社
会的貢献を説明する共通の広報ツー
ルを作成・提供することで、小規模な取
引所であっても自国市場で統一された
力強いメッセージを発信できるように
する取り組み。

　③グローバル・メッセージの策定＝
天然ダイヤモンドの希少性、本物であ
ること（真実性）、伝統、そして持続可能
な社会へのプラスの影響を明確に伝え
る世界共通のグローバル・メッセージ
の策定。
　④次世代リーダー・若手育成の重
要性＝若手社員や将来の業界リー
ダーが天然ダイヤモンドの本質的な価
値を深く理解し、その魅力を次世代へ
正しく継承していくための取り組みの
強化。
　なお、本会議中に行われた役員選挙
において、今後3年間のWFDBを牽引
する新体制が決定した。その中で、TDE
理事長・岩崎氏が「日本人初」となる
WFDB執行役員（Executive Com-
mittee Members）に選出された。こ
れは、日本のダイヤモンド業界におけ
る国際的発言力の飛躍的な高まりを
示す歴史的な快挙となる。

来場者が楽しめることをコンセプトに
夏にもよく似合うジュエリーを提案

（弁理士法人共生国際特許事務所） 

TDE岩崎理事長が
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女性社員との交流を通じ進学や
キャリアを考える機会を提供

 

　2022年秋、性別や人種・生まれと
いった枠にとらわれることなく、自由に
自分の道を切り拓く“Tough & Se
xy”な精神を持つ人々へ向けたジェン
ダーレス ジュエリーブランド「Rugge-
Mind ／ラギッドマインド」が誕生し
た。
　9月4日～6日と、11日～13日には、
ブ ラ ンド デ
ビューを記念
して、新作発
表 を兼 ねた
ポップアップイ
ベントが、デザ
イナーの香取
亮 氏 がプロ
デュースする
ショップRus
ty Though ×
h o m e（ラス
ティソートホー

ム／浅草）で開催され
る。
　会場では、2026年秋の
新作として「Sign of Zo-
diac」シリーズよりK18
チェーン付ペンダントを
発表。古代より幸福を呼

ぶと言われてきた12星座をモチーフに、
職人が丁寧な手仕事でローマンコイン
風に彫り上げた逸品だ。ほかにも、

「For one Product」など一点物のジュ
エリーも披露される。時間は12時～18
時。Rusty Thought × home＝東京
都台東区花川戸1－10－7。東武浅草
線北口より徒歩1分。

ジェンダーレスジュエリー
「ラギッドマインド」
デビュー4周年記念 
浅草でPOPUP開催

　特許庁は、知的財産をめぐる国内外
の動向などをまとめた「特許行政年次
報告書2026年版」を公表した。

　同報告書によると、2025年の特許出
願件数は358,317件で、2024年から
約5万件の増加（前年比+16.8%）と
なっている。
　一方、意匠出願件
数は31 ,781件で、
2 0 2 4 年から微減
（-0.9%）、また商標出
願件数は168,114件で、2024年から
約1万件の増加（前年比+5.9%）とな

り、これまで数年間続いていた減少傾
向から2025年は増加に転じた。

　同報告書には査定率も公表されてお
り、2025年の特許査定率は76.5％、意
匠登録査定率は88.0％、商標登録査
定率は87.5％だった。

　ところで、2025年度における特許・意
匠・商標の審査期間（出願から一次審
査通知までの期間）は、それぞれ下表の
通りとなり、意匠・商標の審査期間が

2024年度より短縮した結果となった。 

2025年の特許出願件数が
大幅増加　
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